
講
師
は
井
原
市
上
出
部
町

出
身
で
、
日
本
活
断
層
学
会

の
初
代
会
長
を
務
め
る
な

ど
、
こ
の
分
野
の
第
一
人
者

と
し
て
知
ら
れ
る
京
都
大
学

名
誉
教
授
の
岡
田
篤
正
氏
。

冒
頭
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
井
原
の

大
坪
正
広
理
事
長
が
「
巨
大

地
震
発
生
予
測
が
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
被
害
想
定
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
解
説
い

た
だ
き
た
い
」
、
続
い
て
三

宅
生
一
副
市
長
は
「
災
害
は

い
つ
何
ど
き
起
き
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
先
生
の
講
演
を

聴
講
い
た
だ
き
、
今
後
の
防

災
減
災
意
識
の
高
揚
に
役
立

て
て
欲
し
い
」
な
ど
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

岡
田
教
授
は
80
ペ
ー
ジ
に

及
ぶ
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
、

岡
山
県
南
西
部
を
含
む
広
範

な
調
査
研
究
結
果
を
紹
介
。

「
岡
山
県
広
島
県
で
の
直

下
型
地
震
は
こ
れ
ま
で
発
生

し
て
い
な
い
。
全
国
的
に
見

れ
ば
断
層
の
少
な
い
地
域
だ

が
、
皆
無
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
福
山
か
ら
神
辺
、
芳

井
へ
と
延
び
る
断
層
は
新
し

い
の
で
、
動
く
可
能
性
は
低

い
。
し
か
し
、
危
機
意
識
を

持
っ
て
災
害
に
備
え
て
欲
し

い
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

会
場
内
に
は
同
教
授
の
著

書
や
立
体
メ
ガ
ネ
を
使
っ
て

リ
ア
ル
に
見
え
る
地
図
な
ど

が
展
示
さ
れ
、
受
講
者
は
休

憩
時
間
に
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
専
門
的
資
料
を
興
味
深

く
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
伝
統
文
化
を
守
ろ

う
と
、
井
原
町
ま
ち
づ
く
り

の
会
（
つ
ど
え
～
る
登
録
団

体
）
主
催
に
よ
る
鬼
ま
つ
り

交
通
安
全
啓
発
パ
レ
ー
ド
が

十
月
二
十
八
日
、
井
原
町
本

通
り
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

行
列
は
午
後
一
時
三
十
分

に
向
町
を
出
発
。
素
戔
鳴
尊

命
に
扮
し
た
井
原
警
察
署
長

を
先
頭
に
鏡
獅
子
太
鼓
～
井

原
高
校
の
生
徒
ら
が
綱
を
引

く
絵
ぶ
た
や
宝
船
の
山
車
～

鬼
の
集
団
と
続
き
、
参
加
者

一
行
は
同
三
時
三
十
分
ご
ろ

倉
掛
の
郷
社
足
次
山
神
社
へ

到
着
し
ま
し
た
。

井
原
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
周
辺
で
は
、
午
前
十
時
三

十
分
か
ら
井
原
高
校
主
催
の

ふ
れ
愛
ま
つ
り
が
開
か
れ
、

農
産
物
や
手
作
り
小
物
な
ど

を
買
い
求
め
る
人
た
ち
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

百
万
人
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
２
０
１
２
冬
至
ｉ
ｎ
井

原
駅
（
同
実
行
委
員
会
主

催
）
の
省
エ
ネ
推
進
イ
ベ
ン

ト
が
十
二
月
二
十
二
日
夜
、

井
原
駅
で
行
わ
れ
ま
す
。

関
係
役
員
ら
は
「
か
ぼ
ち

ゃ
汁
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま

す
。
ロ
ー
ソ
ク
を
並
べ
た
幻

想
的
な
光
の
シ
ョ
ー
や
音

楽
、
天
体
観
測
を
一
緒
に
楽

し
み
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。

十
一
月
の
つ
ど
え
～
る
講

演
会
は
、
島
お
こ
し
や
商
店

街
の
活
性
化
な
ど
に
力
を
注

い
だ
元
笠
岡
市
職
員
の
柚
木

義
和
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し

ま
す
。

人
々
の
知
恵
を
引
き
出

し
、
夢
を
現
実
に
変
え
る
ユ

ニ
ー
ク
な
ま
ち
づ
く
り
実
践

の
ポ
イ
ン
ト
と
は
…
？
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井 原 市 市 民 活 動 セ ン タ ー 《 発 行 所 》

井 原市市民活動センター

715-0019 井原市井原町352-1

℡0866-62-9090（FAX兼）

http://www.ibara.ne.jp/~katudou/

E-mail:katudou@ibara.ne.jp

編集／ＮＰＯ法人市民交流

ネ ッ ト ワ ー ク 井 原

協力 ／ 井原市社会福祉協議会 井原放送㈱ 中国新聞井原販売所

井
原
出
身
の
岡
田
教
授
招
く

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
つ
ど
え
～
る
と
井
原
市
の
主

催
に
よ
る
防
災
講
演
会
が
十
月
二
十
日
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
イ
フ
井
原
メ
ル
ヘ
ン
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
約
二
百
五

十
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

つどえ～る
防災講演会

スライドを使って説明する岡田篤正教授＝アクテ
ィブライフ井原メルヘンホール・10月20日

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
実
施

講
師
は
笠
岡
の
柚
木
義
和
氏

「
危
機
意
識
を
も
ち

災
害
に
備
え
よ
う
」

12
月
22
日
井
原
駅
で

省
エ
ネ
イ
ベ
ン
ト

「
冬
至
は
か
ぼ
ち
ゃ
汁
」

【とき】１１月２５日（日）
受付 9：30～
講演 10：00～11：30

【講師】柚 木 義 和 氏
【演題】「私のまちづくり人生」
【会場】つどえ～る  33台可
【入場】無 料
【申込】つどえ～る事務局へ

電話、fax、メールで
℡62-9090（Ｆ兼）
katudou@ibara.ne.jp

【締切】１１月２２日（木）

芳

井

町

の

断

層

動
く
可
能
性
低
い

井
原
町
秋
季
大
祭
賑
わ
う



つ
ど
え
～
る
の
登
録
団
体

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
と

し
た
交
流
会
が
同
施
設
で
九

月
二
十
一
日
に
開
か
れ
、
約

五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
挨
拶
に
続
い
て
市
民

団
体
の
年
間
活
動
や
つ
ど
え

～
る
の
利
用
状
況
を
約
百
枚

の
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
。
そ
の

後
、
困
り
ご
と
や
相
談
し
た

い
内
容
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

話
し
合
い
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
で
意
見
を
集
約
し
発

表
し
ま
し
た
。

文
化
協
会
洋
画
部
の
藤
井

莞
二
さ
ん
は
「
古
民
家
な
ど

を
活
用
し
て
洒
落
た
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
が
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
」
と
提
案
。
い
き
い
き

サ
ロ
ン
関
係
者
は
「
年
十
回

の
開
催
は
多
す
ぎ
て
役
員
が

大
変
」
と
、
負
担
軽
減
を
訴

え
ま
し
た
。

司
会
進
行
役
を
務
め
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
上
田
勝
義
理
事

は
「
団
体
活
動
に
は
人
材
・

資
金
・
場
所
の
問
題
が
潜
ん

で
い
る
」
と
指
摘
。
参
加
者

は
つ
ど
え
～
る
が
果
た
せ
る

中
間
支
援
等
の
役
割
拡
大
に

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
井
原
鬼
祭
り
パ
レ

ー
ド
を
実
施
し
た
井
原
町
ま

ち
づ
く
り
の
会
や
、
点
字
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
井
原
ラ
イ
ト

ク
ラ
ブ
な
ど
が
団
体
Ｐ
Ｒ
を

行
い
、
二
時
間
の
交
流
会
を

終
え
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
抑
制
の
意
識

定
着
を
意
図
し
た
緑
の
カ
ー

テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式

が
十
月
十
七
日
、
つ
ど
え
～

る
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
三
十
三
点
の
応
募

が
あ
り
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
写

真
等
を
同
施
設
１
階
に
パ
ネ

ル
展
示
。
一
般
投
票
に
よ
る

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
は

つ
ど
え
～
る
。
優
秀
賞
に
は

山
陽
酒
造
と
こ
だ
ま
園
が
選

ば
れ
、
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委

員
会
の
安
井
会
長
か
ら
賞
状

と
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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【１階】使用無料

交流コーナー・ミーティングコーナー・

情報コーナー・インターネットコーナー

・作業コーナー・パソコンコーナー・展

示コーナー・育児ルーム兼ミニ会議室

注）コピー印刷等は実費要

注）本施設は公益的事業以外の目的には

使用できません。詳しくは事務局へ

注）倉庫の使用はご遠慮願います

注）ゴミは各自お持ち帰り願います

【２階】有料会議室（机15・椅子30）

9：00～17：00 １時間 200円

17：00～21：00 １時間 300円

冷暖房は１時間 100円

【休館日】月曜日、祝日、年末年始

注）ただし月曜日が祝日の場合、翌日の

火曜日は休館

協力 ／ 井原市社会福祉協議会 井原放送㈱ 中国新聞井原販売所

つどえ～るご利用メモ

▽作品展示（各教室の作品）

11月10日（土）10：00～16：00

第２会場 井原図書館 ３階

▽オープニングセレモニー

11月11日（日）10：00～

第１会場 とまとさん家

◎ 記念式典

◎ 音楽教室発表会

マンドリンコンサート

みんなで歌おう(童謡・唱歌)

▽５周年特別メニュー

11月10日 幕の内定食 500円

11月11日 赤飯定食 500円

（限定 ５０食）

食後のコーヒーセットは無料。

お楽しみに!!

平成２４年４月～９月のつどえ～

る半期利用者数がまとまりました。

４月以降、井原市文化協会洋画部

や同窓会関係など、新規の団体利用

が増えたことなどから、計４２６６

人と初めて４０００人を突破しまし

た。

ミ

ニ

情

報

■とまとさん家が５周年

備中西商工会青年部美星支部
（代表 酒井 寛郎）

・まちづくり岡山ネットワーク
（代表 吉澤万千子）

さくらの家
（代表 落合 清三）

欅の杜塾
（代表 田村 俊逸）

鳥羽踊り保存会
（代表 尾山 立志）

・プラント
（代表 吉原 正敏）

井原町まちづくりの会
（代表 三宅 秀治）

・はっぴいひろばとまとさん家
（代表 井上 咲子）

・井原はばたき会
（代表 中島 知子）

１００万人のキャンドル
ナイトｉｎ井原駅実行委員会

（事務局 上田 勝義）
井原ＢＢＱ

（代表 細羽 宏子）
五 味 会

（代表 宮本 幸枝）
ボランティアガイド井原

（代表 北川 有紀）
井原備中神楽保存会・小中学
生伝承教室

（代表 藤井 和海）
倉掛自治連合会

（会長 山岡 弘幸）
岩崎おもちゃ病院

（代表 岩崎 勲）
・ビビット経ケ丸

（代表 鳥越恵治郎）
井原市文化協会洋画部

（部長 原田 晋作）
井原スポーツ少年団ＢＢＣ

（代表 藤田 浩一）
たかやランニングクラブ

（代表 高木 完二）
井原ライトクラブ

（代表 森下 三男）
井原市グラウンドゴルフ協会
美星会（代表 大元 重明）
猪清サロン スミレクラブ

（代表 曽根 勝）
井原手話サークル

（代表 山足 敏子）
サロンあすは

（代表 妹尾 一成）
緑のカーテンコンテスト実行
委員会（代表 安井佐代子）

・市民交流ネットワーク井原
（代表 大坪 正廣）

つどえ～る登録27団体
〔・印はＮＰＯ法人〕

■半期利用者４０００人突破

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

緑のカーテンコンテストの受賞者ら

「古民家活用しギャラリーを」

つどえ～る
交 流 会

文化協会
洋 画 部

投
票
で
入
賞
者
決
定

団
体
活
動
の
カ
ギ
は

人
材
・
資
金
・
場
所


